




















① ,,Ökonomische Manuskripte 1863－1867”Karl Marx,Friedrich Engels Gesamtaus-
gabe 2Abteilung Band4 Teil2.Berlin 1992.
② ,,Das Kapital,Kritik der politischen Ökonomie Dritter Band”Karl Marx, Frie-


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































? x c?＋y v?＋(x c?＋y v?)r＝x w?





?Ａ c?｛x c?＋y v?＋(x c?＋y v?)r｝/w?＝x c?
?Ａ′c?｛x c?＋y v?＋(x c?＋y v?)r｝/w?＝x c?
第二段階はつぎのようになる。
?Ｂ c?｛x c?＋y v?＋(x c?＋y v?)r｝/w?＝x c?/w?
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?Ｂ′c?c?｛x c?＋y v?＋(x c?＋y v?)r｝/w?＝x c?c?/w?
第三段階はつぎのようになる。
?Ｃ c?｛x c?＋y v?＋(x c?＋y v?)r｝/w?＝x c?/w?
?Ｃ′c?c?｛x c?＋y v?＋(x c?＋y v?)r｝/w?＝x c?c?/w?
生活手段商品の生産に当面結びつく商品の生産のための不変資本価値の増加分は，x c?，




? x c?＋y v?＋(x c?＋y v?)r＝x w?
? x c?＋y v?＋(x c?＋y v?)r＝y w?







?Ａ (c?＋c?)｛x c?＋y v?＋(x c?＋y v?)r｝/w?＝x(c?＋c?)
?Ａ′c?｛x c?＋y v?＋(x c?＋y v?)r｝/w?＝x c?
?Ａ (v?＋v?)｛x c?＋y v?＋(x c?＋y v?)r｝/w?＝y(v?＋v?)
?Ａ′v?｛x c?＋y v?＋(x c?＋y v?)r｝/w?＝y v?
第二段階はつぎのようになる。
?Ｂ′(c?v?w?＋c?c?w?)｛x c?＋y v?＋(x c?＋y v?)r｝/w?w?＝x(c?v?w?＋c?c?w?)/w?w?





?Ｃ′｛c?v?v?w?＋c?(c?v?＋c?v?)w?w?＋c?c?w?｝｛x c?＋y v?＋(x c?＋y v?)r｝/w?w?
＝x｛c?v?v?w?＋c?(c?v?＋c?v?)w?w?＋c?c?w?｝/w?w?









































































































































































お わ り に
マルクスは，価値の生産価格への転化の第二段階で，費用価格の価値の生産価格への転化
に取り組んでいる。マルクスは，社会の商品の総計を前提に，各商品の利潤は自商品の費用
価格に入りこまないとした上で，商品を他商品の費用価格に入るものと入らないものとに分
類する。三部門分析の再生産表式での部門による商品分類でみるとして，生産手段商品，労
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働者用生活手段商品それぞれの部門内交換に入る商品の排除となり，その両者の部門間交換
の不明確化となり，またその両者と資本家用生活手段商品との部門間交換の不明確化となる。
またエンゲルスは，価値の生産価格への転化の第二段階で，マルクスの費用価格の価値の生
産価格への転化に取り組んでいる。エンゲルスも，各商品の利潤は自商品の費用価格に入り
こまないとした上での商品分類であるが，ここでマルクスとの大きな相違は，資本家用生活
手段商品の捨象の場合の設定と，資本家用生活手段商品の導入の場合の設定とが区別されず
に矛盾を含んで並存して，後者の場合には資本家用生活手段商品以外の商品とその商品とを
関係づけることである。前者の場合では二部門分析の再生産表式での部門による商品分類で
みるとして，生産手段商品，生活手段商品それぞれの部門内交換に入る商品の排除となり，
その両者の部門間交換の不明確化となる。後者の場合では三部門分析の再生産表式での部門
による商品分類でみるとして，生産手段商品，労働者用生活手段商品それぞれの部門内交換
に入る商品の排除，またその両者の資本家用生活手段商品との部門間交換に入らない商品の
排除となり，またその両者の部門間交換の不明確化，その両者の資本家用生活手段商品との
部門間交換の不明確化となる。マルクスもエンゲルスも，社会の商品の総計をとり，一方に
費用価格の総計，一方に利潤の総計を置くことで，利潤の二重計算は回避され，総計一致の
二命題が成立するとする。だがマルクスもエンゲルスも，社会の商品の総計を前提に，各商
品の利潤が自商品の費用価格に入りこまないとして商品を分類する，それはスミスのドグマ
に陥っている関係を示している。各商品の利潤は，他商品の費用価格に入りこみ得るととも
に自商品の費用価格にも入りこみ得る，また他商品や自商品の利潤にも入りこみ得る。また
各商品の費用価格も，他商品や自商品の費用価格や利潤にも入りこみ得る。マルクスやエン
ゲルスの社会の商品の総計は，排除した商品の復活によりはじめて本来の総計となる。ただ
利潤の二重計算は，その社会の商品の総計をとることで，生産手段商品と生活手段商品また
は労働者用生活手段商品との区別の不明確でも回避され得るのであるが，二命題の成立では
そうはならないのである。二部門分析は，生産手段商品，生活手段商品の区別を明確にして
それらの使用価値の補塡，価値の補塡の関係を明確にすることによって成立し，三部門分析
は生産手段商品，労働者用生活手段商品，資本家用生活手段の区別を明確にしてそれらの使
用価値の補塡，価値の補塡の関係を明確にすることによって成立する。それらの商品の利潤
が自商品や他商品の費用価格に入りこむ関係を含んで，社会の商品の総計の相互関連を明確
にしてのスミスのドグマからの本来の脱却の道となる。その再生産表式の利用によって商品
の価値と生産価格との関係も明確に規定され得るのである。社会の商品の価値の総計と生産
価格の総計との一致はとうぜんの前提として成立するが，剰余価値の総計と利潤の総計との
一致は一般には成立せず特殊な条件の下でのみ成立するということである。マルクスやエン
ゲルスの社会の商品の総計での商品関係の設定は，相互関係への接近はあるがなおそれを問
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う以前の段階にある。マルクスは，この叙述の前に二部門分析の価値による単純再生産の場
合の経済表の設定に成功しているが，ただそれをここで活かし得てはいないのである。マル
クスの到達し得ている経済表の利用がその解決に有効であるが，スミスのドグマの時代的な
制約の重さがその利用をおさえているとみられるのである。エンゲルスは，この編集の前に
マルクスの『資本論』第２巻の，経済表からの発展としての，二部門分析の拡大再生産の場
合を含む再生産表式の設定の成功をおさえているが，ただそれをここで活かし得てはいず，
それどころか対立するものを統一し得ないでいる混乱を含んでいるのである。エンゲルスの
到達し得ている再生産表式の利用がその解決にますます有効であるが，ここでもスミスのド
グマの時代的な制約の重さがその利用をおさえているとみられるのである。
なお当論文は，同学諸氏の著書論文の研究成果に多くの刺激を与えられることによって成
立し得ている。平石は，当論文に対する忌憚のない批判をいただいて再稿の機会を持つこと
ができれば，それを最大の喜びとしたいと思う者である。
（ひらいし おさむ 本学名誉教授)
（2005年12月29日受理)
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